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「核兵器廃絶国際デー」署名行動・原爆パネル展

「関東甲信越ブロック原水協学校」in 塩原 開催される
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「ヒバクシャ国際署名」数

県 北 原 水 協 ２，５９０筆

県 南 原 水 協 １０２筆

宇都宮市原水協 １，１６８筆

非 核 の 会 １２８筆

新 婦 人 の 会 ７，６６７筆

諸 団 体 民 医 連 ２，００７筆

保 険 医 協 会 ２９１筆

県 原 水 協 １３４筆

小山推進委員会 １４０筆

非核下野市の会 ２６４筆

県 労 連 ２３筆

栃木県平和委員会 ５４筆

日 光 市 ９５３筆

下 野 市 ４９４筆

自 治 体 栃 木 市 ８１筆

小 山 市 １０９筆

上 三 川 １６０筆

壬 生 町 １６５筆

合 計 １６，５３０筆

(１０月 1日現在)

いわさきちひろカレンダーを普及しよう！

２０１９年版カレンダー（大判）１４００円＋税

栃木県原水協２０１８年第４３回定期総会

日 時：１１月１７日（土）１３：３０～

広島祈念式典中学生派遣
今年、広島祈念式典に中学生を派遣し

たのは以下の１１市町で、参加した中学

生は１９４人、９３中学校でした。

小山市、下野市、宇都宮市、日光市、

栃木市、那須町、野木町、鹿沼市、

さくら市、那須烏山市、壬生町

９
月
２
６
日
、
民
医
連
、
栃
木
保
健

医
療
生
協
、
革
新
懇
、
原
水
協
の
４
団

体
は
宇
都
宮
東
部
北
口
で
「
核
兵
器
廃

絶
国
際
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
の
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

８
人
が
参
加
し
、
署
名
を
呼
び
か
け

る
と
署
名
板
を
し
ば
ら
く
の
ぞ
き
込
ん

で
い
た
人
も
署
名
を
し
て
く
れ
た
り
、

「
安
倍
さ
ん
は
嫌
い
だ
、
な
に
も
し
な

い
」
な
ど
声
も
あ
り
、
１
時
間
で
２
５

筆
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

新
日
本
婦
人
の
会
宇
都
宮
支
部
は
９

月
７
日
、
８
日
宇
都
宮
市
総
合
コ
ミ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
「
原
爆
パ

ネ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
８
日
は
「
生

き
ろ

戦
場
に
残
し
た
伝
言

」
の
報

道
ド
ラ
マ
を
上
映
し
、
３
０
数
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

原
爆
パ
ネ
ル
を
見
た
人
の
感
想

○
妹
の
背
負
っ
た
少
年
の
パ
ネ
ル
を

見
て
、
涙
が
で
た
（
８
０
歳
男
性
）

○
心
に
深
く
し
み
ま
し
た
。
核
兵
器

廃
絶
の
活
動
に
加
わ
り
つ
づ
け
ま
す
。

○
赤
ち
ゃ
ん
づ
れ
の
お
母
さ
ん
が
、

見
た
あ
と
シ
ー
ル
投
票
し
て
く
れ
ま
し

た
。

映
画
の
感
想
で
は
、
沖
縄
の
平
和
の

願
い
は
、
本
当
に
日
本
全
体
の
問
題
だ

と
思
う
。
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

の世論づくりと日本政府の態度を

変えさせること ○「ヒバクシャ

国際署名」による大きな変化---日
本に広がるかつてない協同の進

展、禁止条約を野党共闘の議題へ

---福山真劫氏の世界大会参加 ○

核兵器の非人道性を知らせる活動

を全国でかつてない規模で、特に

若い世代に伝える ○核兵器問題

を一人ひとりの問題とし、「ヒバ

クシャ国際署名」の更なる飛躍を

１０日は、各都県からの報告と討

議が行われました。協同推進のあり

かた、世界の動きと朝鮮半島の非核

化、中国の動向、どう日本政府を変

えるのか？など多方面にわたり、活

発な意見交換が行われました。

９月９・１０日、塩原温泉かんぽ

の宿にて、各県から２７名の参加で

「関東甲信越ブロック原水協学校」

が開催されました。

１０日は原水協事務局次長の土田

弥生氏より「核兵器禁止条約の発効、

核兵器禁止・廃絶へ ― 草の根の運

動がカギ」と題して講演と討議が行

われました。

講演

で土田

氏は次

のよう

な点に

ついて

話しま

した。

○「禁止条約」採択後の世界の核兵

器廃絶に向けての大きな変化と市民

社会重視の実態○核保有国の激しい

抵抗⇒追いつめられている証拠 ○

圧倒的多数の非核国や市民社会は全

く屈していない○核兵器の非人道性

を強調することで核抑止論を打破

○核兵器で平和と安全は守れないと


